
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
デザインデータの入稿

実際に印刷会社へデザインしたデータの入稿作業を行い、入稿について学ぶ。

第 15 週
デザイン制作３

ラフスケッチを元にデザインを制作する。

第 16 週
入稿データの作成

印刷会社に入稿するデータの作成方法を学ぶ。

第 13 週
デザイン制作１

ラフスケッチを元にデザインを制作する。

第 14 週
デザイン制作２

ラフスケッチを元にデザインを制作する。

第 11 週
参考デザインの確認

過去の学生が制作したデザインを確認し良い点をリサーチする。

第 12 週
デザインのラフスケッチ作成

デザインの下書きとしてラフスケッチを作成する。

第 9 週
自己紹介プレゼンテーションの実施

制作したスライドデータを使用して発表を行う。

第 10 週
名刺デザインの制作

就職活動などで使用する自身の名刺デザイン課題の概要説明を行う。

第 7 週
見出しと本文について

スライド内の見出しと本文、ジャンプ率の関係性について学ぶ。

第 8 週
プレゼンテーション原稿の作成

プレゼンテーションする際の発表原稿を考える

第 5 週
表紙のデザインについて

プレゼンテーションスライドの表紙のデザインについて学ぶ。

第 6 週
スライドのデザインについて

プレゼンテーションスライド全体のデザインについて学ぶ。

過去の学生が制作した自己紹介資料を確認し良い点をリサーチする。

第 3 週
自己紹介でスライドに掲載する内容を決める

過去の学生が制作した自己紹介資料を確認し、掲載項目を決める。

第 4 週
資料の集約と編集を行う

自己紹介スライド内で紹介する資料（写真など）を集約し編集する。

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 単位認定に必要な各単元の補習は、週を定めず実施する場合があります。

授業計画

第 1 週
プレゼンテーションの基礎について概要の説明

自己紹介プレゼンテーション資料の作成について課題概要と目的の説明。

第 2 週
参考デザインの確認

100%

提出課題において、課題内容が反映されているかどうか、ビジュアルが魅力的かどうか、丁寧に制作されているかどうかを
総合的に評価。

授業外における学修 週ごと（又は授業時間ごと）に指定された課題に取り組み、授業前に提出して授業に臨むこと

教科書・教材 特になし

0% 課題評価 100% 平常評価 0% 合計

授業方法 課題の内容と取り組み方、必要な技術を講義により説明し、演習やグループワークに取り組む。

実務家教員による
実践的教育の内容

グラフィックデザイン全般に実務経験を持つ教員が、ビジネスに通用するように魅力的に情報を伝えることと、レイアウトバ
ランスや配色など、美しく表現することを重視した実践的授業を行なっている。

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
デザインを考える上で重要な情報の整理や企画書制作などの演習を行う。ブレインストーミング手法を用いて自らの考えを
アウトプットする練習や他者の意見を理解、考慮する練習を行う。

到達目標
デザインを考える上で重要な情報の整理や企画書制作などの基礎力を養う。ブレインストーミング手法を用いて自らの考
えをアウトプットする体験をする。他者の意見をインプットし自らのアウトプットにつなげる体験をする。

教員の実務経験 有：実務経験のある教員による授業科目 実務経験職種 グラフィックデザイナー

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

前期

必修/選択区分 必修 主たる授業方法 演習

担当教員 祇園　博之，菅原　弘貴

2026

科目名 情報デザインⅠ

単位数 4 授業時数 68 時間 学年 1年 学期


